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豊田市の概要

位置等
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土地利用の状況
新市における
林野率は69％

↓
日本の林野率と
ほぼ同じ

産業も生活も自動車が中心
乗用車の保有台数は1世帯当たり1.7台（2006年）

クルマの街
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豊田市の構造

3

高度経済成長と昭和の大合併
・産業誘致による工場の分散立地
・急増する人口のための住宅団地整備
・周辺5町村との合併（S31～45）

地方分権と平成の大合併
・周辺6町村との合併（H17）
・多核ネットワーク型都市構造

旧豊田市
373,815人
高齢化率14％

旧藤岡町
19,667人
高齢化率12％

旧小原村
4,393人
高齢化率32％

旧旭町
3,402人
高齢化率39％

旧稲武町
2,978人
高齢化率36％

旧足助町
9,324人
高齢化率32％

旧下山村
5,476人
高齢化率24％

旧高橋村
S31合併

旧猿投町
S42合併

旧松平町
S45合併

旧上郷町
S39合併

旧高岡町
S40合併



将来都市構造
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多核ネットワーク型都市構造（第7次豊田市総合計画）

【凡例】 高速道路等（有料、地域高規格含)

インターチェンジ

鉄道等 基幹バス

地域交通 (複合地域核へのアクセス交通)国道

名古屋方面

岐阜方面

東京方面
中部国際空港・

三重方面

基幹バス路線の確保

幹線道路整備

○山村振興（観光振興、都市と農山村

　の共生、定住など）業務等の中枢を担う。

○過疎山村地域における医療サービス、複合的
行政サービス機能の維持確保を図る。

　（医療・福祉等の一次対応確保）

新城・奥三河方面

国道２４８号、愛知環状鉄

道等交通基盤を生かした両
地区の連携強化

地域核への移動手段確保

(地域交通)

地 域

核

地 域
核

地 域
核

地 域
核

地 域 核

(複 合 )

地 域

核

地 域

核

長野方面

鉄道路線の活用

鉄道駅周辺への

アクセス性確保

(地域交通)

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

拠 点

地 域 核

都 　 心

産 業

技 術 核

一体的市街地の形成促進と機能が集約

 された都市拠点・核を基幹となる道路交

 通・公共交通でネットワークする集約型

 都市構造の確立を図り、市域の均衡ある

 土地利用を推進する
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豊田市における交通の課題③

6

渋滞
渋滞損失

 

【金額】500億円/年（2005年）

 

【時間】1,569万人時間/年（2005年）

 

【CO2】84万トン（2006年）

通勤時
中心部へ向かう車

で渋滞発生
R153

R155

R248R248



豊田市における環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）モデル

 事業
目目

 

標標

平成１９年度までに対象エリアの
公共交通機関利用者数：７．２％増

（平成１３年度比）

事業概要事業概要

豊田市は、TDM施策の推進やITS技術を活用した総合交通対策に
取組み、環境的に持続可能な「人と環境にやさしい先駆的な交通
まちづくり」を進める。

【５つの基本方針】
■ＩＴＳを横断的に活用し、すべての交通施策を有機的に連結し
て、まちづくりの中でTotal Planを実現する。

■利便性の高い公共交通の整備と利用促進【公共交通分担率の向上】
■人と環境にやさしい安全で快適な道路づくり【渋滞の緩和】
■すべての人にとって使いやすい空間の創出（ユニバーサル化）

【ライフスタイルの

 
変化】
■自動車排気ガス対策の推進と環境にやさしい行動の実践【環境負荷の低減】

環 境 の 改 善

幹線道路における旅行時間計測、公
共交通機関の利用者数等の実態調査
に基づいた環境改善効果（ＣＯ２削減）
の検証

ＣＯＣＯ

 

２２

 

削減評削減評

 
価価

モデル事業メニューモデル事業メニュー

豊田市

愛知県



「チャレンジECO通勤」の背景と目的「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」の背景と目的通勤」の背景と目的
豊田市では通勤時の道路交通渋滞が深刻な問題豊田市では通勤時の道路交通渋滞が深刻な問題

平成５年度から平成５年度からTDMTDMの取り組み継続、一定の成果の取り組み継続、一定の成果

大企業は独自に対策を実施し始めたが･･･大企業は独自に対策を実施し始めたが･･･

施策は恒常的な行動変容につながっているのか？施策は恒常的な行動変容につながっているのか？

継続は力？もう一工夫必要？継続は力？もう一工夫必要？

「「CO2CO2削減」目標として訴え、削減」目標として訴え、TFPTFPを実施。持続可能でを実施。持続可能で

自発的な行動変容を促し、渋滞緩和を目指す。自発的な行動変容を促し、渋滞緩和を目指す。

愛知環状鉄道沿線４市、中部運輸局と共同で実施。愛知環状鉄道沿線４市、中部運輸局と共同で実施。

CO2CO2削減の意識高揚削減の意識高揚

MMMMの普及の普及

広域的な取り組み広域的な取り組み
へ展開へ展開



「チャレンジECO通勤」の概要「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」の概要通勤」の概要
•• 1111月月1414日（月）～日（月）～1818日（金）の５日（金）の５

 日間、日間、
 

““ECOECO通勤”を目的とした通勤”を目的とした
 ＴＦＰを実施。ＴＦＰを実施。

•• WebWeb上での上でのTFPTFP支援システムを支援システムを
 開発し適用。インターネット利用開発し適用。インターネット利用
 環境の無い参加者には紙面調環境の無い参加者には紙面調

 査票を準備。査票を準備。

•• 豊田市豊田市TDMTDM研究会事業所はじ研究会事業所はじ
 め、愛知環状鉄道沿線４市（岡め、愛知環状鉄道沿線４市（岡
 崎，瀬戸，春日井，豊田）の事業崎，瀬戸，春日井，豊田）の事業

 所に広報し、マイカー通勤者の所に広報し、マイカー通勤者の
 参加を募った。参加を募った。

•• 参加者には、参加者には、CO2CO2削減量に応じ削減量に応じ
 たエコシール（レジ袋を断る等エたエコシール（レジ袋を断る等エ
 コ活動への特典）を付与。コ活動への特典）を付与。

 



WebによるＴＦＰ支援システムWebWebによるＴＦＰ支援システムによるＴＦＰ支援システム
•• Step.1Step.1：参加登録と現行の通勤交通行動の入力：参加登録と現行の通勤交通行動の入力

•• メールアドレス、メールアドレス、IDID、パスワード等、居住地、就業地、通勤実態等登録、パスワード等、居住地、就業地、通勤実態等登録

•• 参加者の事前意識（渋滞意識、個人レベルでの取り組み重要性）参加者の事前意識（渋滞意識、個人レベルでの取り組み重要性）

•• 現行通勤時の現行通勤時のCO2CO2排出量を算出しフィードバック排出量を算出しフィードバック

•• Step.2Step.2：：ECOECO通勤プランづくり通勤プランづくり
•• 実施可能な実施可能なECOECO通勤（公共交通利用、相乗り、時差出勤）を計画通勤（公共交通利用、相乗り、時差出勤）を計画

•• 「みちナビとよた」を活用し、公共交通に関する情報を提供「みちナビとよた」を活用し、公共交通に関する情報を提供

•• Step.3Step.3：：ECOECO通勤の実施通勤の実施
•• 実験期間中の実験期間中のECOECO通勤実施状況を記録通勤実施状況を記録

•• ECOECO通勤による通勤によるCO2CO2削減量情報をフィードバック削減量情報をフィードバック

•• Step.4Step.4：実施後アンケート調査による意見収集：実施後アンケート調査による意見収集
•• 実験最終日記録終了後にアンケート調査（環境意識、継続可能性など）実験最終日記録終了後にアンケート調査（環境意識、継続可能性など）

•• Step.5Step.5：実験結果報告と継続実態把握：実験結果報告と継続実態把握
•• 実験から２ヶ月程度経過後に実施実験から２ヶ月程度経過後に実施

•• 実験最終結果（全体・個人の実験最終結果（全体・個人のCO2CO2削減量、道路混雑変化等）の報告削減量、道路混雑変化等）の報告

•• 実験後の実験後のECOECO通勤実施実態、通勤実施実態、WebWebシステムへの意見など収集システムへの意見など収集
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WebWebによるによる
 ＴＦＰ支援ＴＦＰ支援
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 画面画面



「みちナビとよた」経路検索画面「みちナビとよた」経路検索画面「みちナビとよた」経路検索画面

アクセス件数

16万件／月

↓

34万件／月



「チャレンジECO通勤」参加実績「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」参加実績通勤」参加実績

•• 参加登録者は参加登録者は1,6601,660名。うち名。うちWebWebシステム利用はシステム利用は1,4541,454名。名。

•• ECOECO通勤実施率（実施者／登録者）は、通勤実施率（実施者／登録者）は、65%65%程度。程度。

•• 交通手段変更が約交通手段変更が約65%65%（うち相乗りが（うち相乗りが12%12%）、時差出勤が）、時差出勤が
 約約35%35%。。

1414日日 1515日日 1616日日 1717日日 1818日日 計計

交通手段変更交通手段変更 698698 720720 719719 689689 646646 3,4723,472

時差出勤時差出勤 380380 399399 359359 380380 346346 1,8641,864

ECOECO通勤実施者通勤実施者 1,0781,078 1,1191,119 1,0781,078 1,0691,069 992992 5,3365,336

出勤無し出勤無し 104104 8787 104104 8585 136136 516516

通常通り出勤通常通り出勤 299299 268268 278278 292292 293293 1,4301,430

記録者総計記録者総計 1,4811,481 1,4741,474 1,4601,460 1,4461,446 1,4211,421 7,2827,282

（未記入者）（未記入者） 179179 186186 200200 214214 239239 1,0181,018

登録者数登録者数 1,6601,660 1,6601,660 1,6601,660 1,6601,660 1,6601,660 8,3008,300

ECOECO通勤実施率通勤実施率 64.9%64.9% 67.4%67.4% 64.9%64.9% 64.4%64.4% 59.8%59.8% 64.3%64.3%

 

698 720 719 689 646

380 399 359 380
346
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「チャレンジECO通勤」の成果「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」の成果通勤」の成果

•• ５日間の５日間のCO2CO2排出量は、排出量は、13,418,587 g 13,418,587 g からから
 7,968,536 g7,968,536 gに減少。割合にして、に減少。割合にして、40.6%40.6%の削減。の削減。

 

2,709,454 2,753,413 2,681,806 2,704,919
2,568,995

1,637,617 1,618,577 1,560,535 1,610,190 1,541,618

40.0%40.5%
41.8%41.2%

39.6%

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

１４日 １５日 １６日 １７日 １８日

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

通常の通勤方法による
CO2排出量（g-CO2）

チャレンジECO通勤時の
CO2排出量（g-CO2）

CO2削減率（％）



「チャレンジECO通勤」の成果「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」の成果通勤」の成果

•• 幹線道路のプローブカー走行調査では、旅行時間幹線道路のプローブカー走行調査では、旅行時間
 短縮がみられた路線もあり。短縮がみられた路線もあり。

•• 増加した路線もあり、実験との因果関係は断定でき増加した路線もあり、実験との因果関係は断定でき
 ないが、参加者には「事実」として短縮路線のグラフないが、参加者には「事実」として短縮路線のグラフ
 を提示。を提示。

ルートＥ：国道248号（仁木→挙母町１丁目）　8.1km

0:00

0:05

0:10

0:15

0:20

0:25

0:30

0:35

6:40発 7:00発 7:20発 7:40発 8:00発 8:20発 8:40発 9:00発 9:20発

11月9日（事前） 11月16日（実験中）

（分） ルートＨ：国道153号（勘八町勘八→挙母町１丁目）　8.1km

0:00

0:05

0:10

0:15

0:20

0:25

0:30

0:35

6:40発 7:00発 7:20発 7:40発 8:00発 8:20発 8:40発 9:00発 9:20発

11月9日（事前） 11月16日（実験中）

（分）



「チャレンジECO通勤」の成果
 （実験後の事業所の動向）

 

「チャレンジ「チャレンジECOECO通勤」の成果通勤」の成果
 

（実験後の事業所の動向）（実験後の事業所の動向）

•• 実験で使用したシステムに関する問い合わ実験で使用したシステムに関する問い合わ
 せ→事業所として独自に取り組みたいというせ→事業所として独自に取り組みたいという
 申し出あり。（申し出あり。（ISO14001ISO14001対策関連部署）対策関連部署）

•• 市役所では、職員への駐車場配分規定をよ市役所では、職員への駐車場配分規定をよ
 り厳格化。り厳格化。

•• 交通事業者から、利用促進としてタイアップ交通事業者から、利用促進としてタイアップ
 の意志表示の意志表示



ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果

•• 実験終了時のアンケートでは、実験終了時のアンケートでは、ECOECO通勤への取り組通勤への取り組
 み意欲は、約み意欲は、約80%80%が「大いに取り組みたい」「できるが「大いに取り組みたい」「できる

 だけ取り組みたい」と回答。だけ取り組みたい」と回答。

2.9%

0.5%

17.6%
14.7%

64.3%

1.大いに取り組みたい

2.できるだけ取り組み
たい

3.どちらともいえない

4.あまり取り組みたい
と思わない

5.まったく取り組みた
いと思わない

(N=1,411)



ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果

•• 実験終了から２ヶ月後の調査（実験終了から２ヶ月後の調査（Step.5Step.5）に回答した人）に回答した人
 ははWebWeb参加者参加者1,4541,454名のうち名のうち407407名（名（28%28%）だったが、）だったが、
 そのうちそのうち80%80%は実験後もは実験後もECOECO通勤を実施している。通勤を実施している。

Q実験後、ECO通勤を実施したことがあるか？

77.2%

80.8% 19.2%

19.9%80.1%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

岡崎市
(N=114)

豊田市
(N=286)

総計
(N=407)

1. 実施したことがある 2. 実施したことはない

※豊田市は三好町を含む



ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果ＴＦＰの成果

•• 事前調査で、事前調査で、ECOECO通勤の取り組みを「あまり重要で通勤の取り組みを「あまり重要で
 ない」と答えていた参加者層のない」と答えていた参加者層の7272％が、実験直後調％が、実験直後調
 査で「環境に関する取組みに関心がある」と回答。査で「環境に関する取組みに関心がある」と回答。

→→ 意識向上が図られたと考えられる意識向上が図られたと考えられる

42.8%

15.3%

19.0%

52.2%

70.8%

52.4% 14.3% 4.8% 9.5%

13.6%

4.5%
0.5%

0.3%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に重要である
(N=1045)

まあ重要である
(N=339)

あまり重要でない
(N=21)

非常に関心がある 少し関心がある どちらともいえない あまり関心がない まったく関心がない



WebによるＴＦＰ支援システムの評価WebWebによるＴＦＰ支援システムの評価によるＴＦＰ支援システムの評価

•• 提供した情報は、約提供した情報は、約94%94%が「とても役に立つ」「役に立つ」が「とても役に立つ」「役に立つ」
 と回答し、システムによる取り組みやすさでは、約と回答し、システムによる取り組みやすさでは、約87%87%がが
 「とても取り組みやすい」「取り組みやすい」と回答。「とても取り組みやすい」「取り組みやすい」と回答。

17.9% 76.4% 5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

提供した情報の貢献は？

とても役に立つ 役に立つ あまり役に立たない

(N=407)

22.9% 64.1% 13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

取組支援となるか？

とても取り組みやすい 取り組みやすい あまり変わらない

(N=407)



ＴＦＰ実施の実務的な問題と反省点ＴＦＰ実施の実務的な問題と反省点ＴＦＰ実施の実務的な問題と反省点

•• 個人情報保護の観点から個人情報保護の観点から、、事業所でのメー事業所でのメー
 ルアドレスとりまとめが不可能なケースルアドレスとりまとめが不可能なケース

•• 募集は企業単位ではなく個人単位の募集形募集は企業単位ではなく個人単位の募集形
 式をとったため、事業所ごとの集計が不可能式をとったため、事業所ごとの集計が不可能

•• メールアドレスを持たない参加者への対応メールアドレスを持たない参加者への対応

•• 同一アドレスの共有が多々あり、直接的なコ同一アドレスの共有が多々あり、直接的なコ
 ミュニケーションが困難なケースミュニケーションが困難なケース

•• 参加者のアドレス入力ミス等により、事務局参加者のアドレス入力ミス等により、事務局
 からの情報提供が届かないケースからの情報提供が届かないケース



ま と めまま  とと  めめ

•• 環境対策に訴える環境対策に訴えるTFPTFPを実施したことで、個人の行動を実施したことで、個人の行動
 変容、事業所の取組み意欲向上を促すことができた。変容、事業所の取組み意欲向上を促すことができた。

•• WebWebによるによるTFPTFPは、メール不達防止、個人情報保護、は、メール不達防止、個人情報保護、
 入力・プラン作り等支援の向上など、諸課題がある。入力・プラン作り等支援の向上など、諸課題がある。

•• 今後、事業者が主体的に取り組むための体制づくりを今後、事業者が主体的に取り組むための体制づくりを
 目指す。（まずは目指す。（まずはWebWebシステムの改良、配付など）システムの改良、配付など）

•• H18H18年度は「健康面での効果」を情報提供し、「環境年度は「健康面での効果」を情報提供し、「環境
 対策」との比較分析をしながら、効率的で恒常的な対策」との比較分析をしながら、効率的で恒常的な

 WebWeb上の上のTFPTFP支援システムの活用を検討支援システムの活用を検討するする。。



通勤MM推進の将来像
 （中部運輸局「国土施策創発調査」からの提言）

 

通勤通勤MMMM推進の将来像推進の将来像
 （中部運輸局「国土施策創発調査」からの提言）（中部運輸局「国土施策創発調査」からの提言）

•• 今後の継続に向けてより幅広い関係者が協力しながら、今後の継続に向けてより幅広い関係者が協力しながら、
 事業者がより主体的に取り組める体制づくりが必要事業者がより主体的に取り組める体制づくりが必要

 

交通事業者 

環境系 NPO 法人・市民等 

大学及びその他研究機関 

公共団体 
（交通・環境・まちづくり…）

 
参加者 

参加者 

参加者 

参加者 

情報提供 

ノウハウ支援 

財政支援 

ＴＦＰ支援ＷＥＢサービス 
メンテナンス・

運用支援 
自ら活用

〈民間事業者側〉 〈支援組織側〉

通勤交通 

コーディネーター

（MM担当者） 

〈ＴＤＭ研究会〉





平成１８年度の取組み平成１８年度の取組み平成１８年度の取組み

事業所単位での取り組みができるよう「チャレンジECO通勤支援システム」を改良

商工会議所の協力により、参加事業所の募
集を行う。

事 務 局
岡崎市・瀬戸市・春
日井市・豊田市
（財）豊田都市交通
研究所
（社）環境創造研究
センター
豊田市TDM研究会
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【システムの改善点】
常時Web上でシステムを公開し、事業所が登録することでこれを活用できるものとした。
事業所担当者用の管理ページを設け、事業所単位でのデータ集計を閲覧し、また従業員が入力し
たデータセットをダウンロードできるようにした。
CO2削減量に加えて、エネルギー削減効果、歩行数によるカロリー消費量がECO通勤の効果として
表示されるようした。



企業バス運行実験
参加事業所のバス利用
者は支援システムを利
用

支援システム運用継続

定常的利用
事業所主体で取り組みを
継続

次年度以降の継続検討

支援システムの改修

支援システム運用開始

他事業所の参加開始
他事業所の支援シス
テム利用開始
５日間の重点記録期間を
設け、評価分析のための
データ収集（11月）

「チャレンジECO通
勤」参加事業所募集
（商工会議所の協力に
より募集）
TFP ※セミナーの実施

企業共同通勤バス対象
事業所への説明
TFP※セミナーの実施

評価分析・結果公表

評価分析・結果公表

定期的に評価し、結果
公表

本年度の取り組み評価

システムを事
業所へ開放
システムを事
業所へ開放

愛環サミットの開催

TFP※＝ひとりひとりの自律的な行動変化を促すコミ

ュニケーション型のプログラム

（12月4～8日）



取組みの結果取組みの結果取組みの結果



取組みの結果取組みの結果取組みの結果

５日間の強化週間では、
●二酸化炭素排出量は２７％の削減
●歩数は１４％の増加



取組みの結果取組みの結果取組みの結果



取組みの結果取組みの結果取組みの結果

ECO通勤実施者の約８割が今後も継続する意向



取組みの結果取組みの結果取組みの結果
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